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朝
河
貫
一
（
一
八
七
三
～
一
九
四
八
）
の
名
は
日
本
中
世
史
・
比

較
法
制
史
家
と
し
て
、
あ
る
い
は
日
米
関
係
論
者
・
日
本
文
化
紹
介

者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
日
本
人

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
初
め
て
正
教
授
に
な
っ
た
人
物
で
あ

る
。
一
九
三
七
年
に
六
四
歳
で
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
歴
史
学
教
授
と
な

り
、
一
九
四
二
年
に
定
年
を
迎
え
た
の
ち
も
、
名
誉
教
授
と
し
て
研

究
を
続
け
た
。
福
島
県
尋
常
中
学
校
時
代
に
英
語
の
辞
書
を
暗
記
し

て
は
食
べ
続
け
、
残
っ
た
革
表
紙
を
校
庭
の
桜
の
根
元
に
埋
め
た
と

い
う
「
朝
河
桜
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
日
米
の
衝
突
や
開
戦
を
避
け

る
べ
く
奔
走
し
、
戦
後
も
日
本
の
民
主
化
の
た
め
に
尽
力
し
た
こ
と

も
有
名
で
あ
ろ
う
。

　
朝
河
に
関
し
て
は
、
阿
部
善
雄
『
最
後
の
「
日
本
人
」：
朝
河
貫

一
の
生
涯
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
を
は
じ
め
、
朝
河
貫
一

研
究
会
が
編
集
し
た
『
朝
河
貫
一
書
簡
集
』（
早
稲
田
大
学
出
版

部
、
一
九
九
〇
年
）『
朝
河
貫
一
の
世
界
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
九
三
年
）『
甦
る
朝
河
貫
一
』（
国
際
文
献
印
刷
社
、
一
九
九
八

年
）
な
ど
が
あ
り
、
近
年
で
は
山
内
晴
子
『
朝
河
貫
一
論
』（
早
稲

田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
朝
河
貫
一
研
究
会
は

一
九
九
一
年
に
創
立
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
に
第
一
〇
〇
回
目
の
研
究

会
を
迎
え
た（『
朝
河
貫
一
研
究
会
ニ
ュ
ー
ス
：
第
一
号
～
第
六
〇
号
』

国
際
文
献
印
刷
社
、
二
〇
〇
七
年
お
よ
び
本
書
附
録
１
、
参
照
）。

　
本
書
は
朝
河
貫
一
研
究
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
山
岡
道
男
・

増
井
由
紀
美
・
五
十
嵐
卓
・
山
内
晴
子
・
佐
藤
雄
基
の
各
氏
に
よ
っ

て
発
足
さ
れ
た
朝
河
貫
一
研
究
部
会
が
編
集
し
た
資
料
集
で
あ
り
、

「
第
一
章
　
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
室
所

蔵
『
エ
ー
ル
大
学
所
蔵
朝
河
貫
一
文
書
』」「
第
二
章
　
福
島
県
立
図

書
館
所
蔵
資
料
」「
第
三
章
　
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
資
料
と
そ
の
他
」

「
第
四
章
　
朝
河
貫
一
の
平
和
へ
の
提
言
（
演
説
・
会
話
・
書
簡
の

翻
刻
と
翻
訳
）」
お
よ
び
付
録
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
以
下
、
朝
河
貫
一
研
究
の
基
本
資
料
で
あ
る
①
イ
ェ
ー
ル
大
学
ス

タ
ー
リ
ン
グ
記
念
図
書
館
所
蔵
資
料
、
②
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平

洋
研
究
科
所
蔵
資
料
、
③
福
島
県
立
図
書
館
所
蔵
資
料
、
④
そ
の
他

の
資
料
に
沿
い
な
が
ら
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

新
刊
紹
介

山
岡
道
男
・
増
井
由
紀
美
・
五
十
嵐
卓
・
山
内
晴
子
・

佐
藤
雄
基
著

『
朝
河
貫
一
資
料
』

（
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
、二
〇
一
五
年
）

河
西
　
英
通
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史
苑
（
第
七
六
巻
第
二
号
）

①
は
い
わ
ゆ
るAsakaw

a Papers

「
朝
河
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
で

あ
り
、
書
簡
、
日
記
、
原
稿
・
ノ
ー
ト
・
雑
録
か
ら
な
る
六
〇
ボ
ッ

ク
ス
の
う
ち
一
四
ボ
ッ
ク
ス
分
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
（
一
〇

リ
ー
ル
）
さ
れ
、
そ
の
後
七
ボ
ッ
ク
ス
が
追
加
さ
れ
て
い
る
（Yale 

U
niversity Library M

anuscripts and A
rchives: G

uide 
to the K

an’ichi Asakaw
a Papers

）。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は

二
〇
一
三
年
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
購
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

同
所
図
書
室
で
閲
覧
可
能
と
な
っ
た
。「
朝
河
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
の
概

要
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
の
「Asakaw

a Papers

と
『
エ
ー
ル
大

学
所
蔵
朝
河
貫
一
文
書
』
対
照
表
」「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
リ
ー

ル
番
号
とAsakaw

a Papers

のBoxes, Folders, Fram
es

番

号
」、
第
三
章
の
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
朝
河
貫
一
文
書

（Asakaw
a Papers

）
の
基
礎
的
研
究
」（
佐
藤
氏
執
筆
）
末
尾
の

「Asakaw
a Papers

目
録
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
は
「
朝
河
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
一
〇
リ
ー

ル
分
を
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
で
、
全
四
六
巻
の
Ｂ
本
と
全
四
一
巻
の

Ｒ
本
の
二
種
類
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
関
係
は
、
第
一
章
の

「『
エ
ー
ル
大
学
所
蔵
朝
河
貫
一
文
書
』
Ｂ
本
巻
数
と
頁
数
」「
早
稲

田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
『
エ
ー
ル
大
学

所
蔵
朝
河
貫
一
文
書
』『
Ｒ
本
』
と
『
Ｂ
本
』
の
対
照
表
」
を
参
照

さ
れ
た
い
。

③
は
同
図
書
館
が
作
成
し
た
計
二
五
二
九
通
の
書
簡
リ
ス
ト
を

あ
ら
た
め
て
「
朝
河
発
信
和
文
書
簡
」「
朝
河
受
信
和
文
書
簡
」「
そ

の
他
朝
河
関
連
和
文
書
簡
」「
朝
河
発
信
欧
文
書
簡
」「
朝
河
受
信
欧

文
書
簡
」
に
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
（
第
二
章
の
「
福
島
県
立
図

書
館
作
成
の
内
容
注
記
付
書
簡
リ
ス
ト
」）。
こ
の
資
料
群
を
「
朝
河

ペ
ー
パ
ー
ズ
」
の
書
簡
群
（
第
一
章
の
「Asakaw

a Papers

の
書

簡
リ
ス
ト
」）
お
よ
び
両
者
以
外
の
書
簡
群
（
第
三
章
の
「Asakaw

a 
Papers

と
福
島
県
立
図
書
館
所
蔵
以
外
の
書
簡
所
蔵
先
リ
ス
ト
」）

と
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
本
書
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
『
朝
河
貫
一
書

簡
集
』
第
二
巻
の
出
版
も
準
備
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
よ
う
。

④
は
上
記
①
～
③
以
外
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
書
簡
な
ど
で
あ
る

（
第
三
章
の
「Asakaw

a Papers

と
福
島
県
立
図
書
館
所
蔵
以
外

の
書
簡
所
蔵
先
リ
ス
ト
」、第
四
章「
朝
河
貫
一
の
平
和
へ
の
提
言
」）。

当
然
な
が
ら
、
こ
れ
以
外
に
も
書
簡
は
あ
る
。
た
と
え
ば
、
巻
末
の

参
考
文
献
中
に
も
朝
河
書
簡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
四
九

年
の
『
社
会
経
済
史
学
』
第
一
五
巻
第
三
・
四
合
併
号
に
掲
載
さ
れ

た
滝
川
政
次
郎
「
故
朝
河
貫
一
氏
と
私
」
に
は
一
九
四
八
年
六
月

二
七
日
付
の
滝
川
宛
朝
河
書
簡
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
史
家
が
不

断
に
考
量
す
べ
き
主
題
の
一
は
、
各
国
民
の
心
理
作
用
の
特
徴
に
あ

る
べ
し
。
如
何
に
し
て
之
が
次
第
に
築
造
さ
れ
来
り
し
や
。
如
何
に

此
心
癖
が
環
境
に
接
し
て
表
現
さ
れ
来
り
た
る
か
。
そ
の
諸
史
期
に

お
け
る
作
用
と
変
遷
と
は
如
何
。
全
史
を
貫
通
す
る
特
殊
性
如
何
。

諸
国
交
渉
の
場
合
如
何
に
各
自
の
殊
心
が
交
働
す
る
や
。
此
互
作
用
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新
刊
紹
介
『
朝
河
貫
一
資
料
』（
河
西
）

が
各
自
の
心
理
に
反
響
し
た
る
状
如
何
。
之
に
よ
る
実
史
影
響
は
如

何
。
も
し
政
治
史
の
み
な
ら
ず
、
文
化
史
も
、
法
制
史
さ
へ
も
、
皆

追
々
に
展
化
す
る
活
物
な
り
と
せ
ば
、
此
根
本
の
心
史
を
多
少
捉
ふ

る
に
あ
ら
ず
ば
、
浅
薄
を
免
が
れ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
且
つ
此
の

理
会
な
し
に
諸
国
相
交
渉
せ
ば
、
重
大
の
禍
害
を
来
す
こ
と
な
か
る

べ
き
か
」
と
い
う
、
朝
河
の
歴
史
研
究
と
歴
史
実
践
を
つ
な
ぐ
重
要

な
環
と
も
い
う
べ
き
「
心
史
」
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
書
簡

は
同
年
五
月
三
一
日
付
の
朝
河
宛
滝
川
書
簡
（
福
島
県
立
図
書
館
所

蔵
書
簡
、
本
書
一
三
六
頁
参
照
）
へ
の
返
信
だ
が
、
こ
う
し
た
発
掘

（
再
発
見
）
は
今
後
も
な
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
と
ま
れ
、日
記（
第
一
章
の「Asakaw

a Papers

の
日
記
目
録
」）、

写
真
資
料
（
第
二
章
の
「
福
島
県
立
図
書
館
所
蔵
の
朝
河
関
連
写

真
」）、年
表
（
付
録
１
）、家
系
図
（
付
録
２
）、詳
細
な
参
考
文
献
（
付

録
３
）
な
ど
も
駆
使
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
朝
河
貫
一
像
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
福
島
県
二
本
松
の
人
、
朝
河
貫
一
は
早
稲
田
大
学
（
当
時
、
東
京

専
門
学
校
）
を
経
て
、
渡
米
後
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
、
イ
ェ
ー
ル
大
学

で
歴
史
学
を
学
び
、
イ
ェ
ー
ル
で
教
鞭
を
と
り
、
晩
年
は
ス
タ
ー
リ

ン
グ
図
書
館
隣
の
大
学
院
棟
九
階
に
移
り
住
み
、
日
本
人
の
国
民
性

や
天
皇
制
に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
た
。
朝
河
ゆ
か
り
の
地
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
資
料
を
手
繰
る
こ
と
で
、
朝
河
史
学
の
全
貌
が
見
え
て

く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
近
代
日
本
史
学
の
再
検
討
と
再
構
成
に

と
っ
て
、
極
め
て
刺
激
的
な
こ
と
で
あ
る
。

（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

　


